
(57)【要約】

【課題】湾曲部の外径を大きくすることなく，湾曲部に

おける湾曲管の湾曲部内蔵物充填空間の内径を広く取る

ことが可能な内視鏡湾曲部を提供する。

【解決手段】先端リングと複数の管状部材を湾曲自在に

連結して形成した湾曲管を編管と外被管とで被覆し，先

端リングに操作部から延出された操作ワイヤの末端部を

固定する操作ワイヤ固定部を設けた内視鏡湾曲部におい

て，先端リングの操作ワイヤ固定部を設ける部位に円周

状に略操作ワイヤ固定部幅の溝を設け，先端リングの溝

を形成された部位を内径方向に凹めて操作ワイヤ固定部

を形成することを特徴とする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 リ ン グ と 複 数 の 管 状 部 材 を 湾 曲 自 在 に 連 結 し て 形 成 し た 湾 曲 管 を 備 え 編 管 と 外 被 管 と
で 被 覆 し ， 前 記 先 端 リ ン グ に 操 作 部 か ら 延 出 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ の 末 端 部 を 固 定 す る 操 作 ワ
イ ヤ 固 定 部 を 設 け た 内 視 鏡 湾 曲 部 に お い て ；
前 記 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 は ， 前 記 先 端 リ ン グ の 前 記 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 を 設 け る 部 位 に ， 円 周
状 に 少 な く と も 略 前 記 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 幅 の 溝 部 を 予 め 形 成 し を 設 け ， 前 記 溝 部 の 所 定 個
所 を 先 端 リ ン グ の 前 記 溝 を 形 成 さ れ た 部 位 を 内 径 方 向 内 側 に 凹 め て 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 末 端
部 を 挿 入 し て 固 定 可 能 な 挿 入 孔 を 設 け る こ と に よ り ， 形 成 さ れ る て 前 記 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部
を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 湾 曲 部 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 溝 部 は ， 前 記 先 端 リ ン グ の 内 周 上 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記
載 の 内 視 鏡 湾 曲 部 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 溝 部 は ， 前 記 先 端 リ ン グ の 外 周 上 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記
載 の 内 視 鏡 湾 曲 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 内 視 鏡 湾 曲 部 に か か り ， 特 に 内 視 鏡 湾 曲 部 の 先 端 リ ン グ に 設 け ら れ る 操 作 ワ イ ヤ
固 定 部 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 装 置 に は ， 各 種 の 形 状 の 被 観 察 体 内 を 観 察 し ， あ る い は 或 い は 処 置 す る た め に ， 挿
入 部 を 構 成 す る 先 端 部 と 湾 曲 部 と が 設 け ら れ る 。 こ の 湾 曲 部 で は ， 内 部 に 具 備 さ れ た 操 作
ワ イ ヤ を 操 作 す る こ と に よ っ て ， 湾 曲 部 自 体 が 上 下 ま た は 又 は 左 右 の ２ 方 向 ， も し く は 若
し く は 上 下 お よ び 及 び 左 右 の ４ 方 向 に 曲 げ ら れ ， 先 端 部 を 所 望 の 位 置 に 導 く こ と が で き る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
湾 曲 部 は ， 複 数 の 連 結 部 材 と 先 端 リ ン グ と を 湾 曲 可 能 に 連 結 し た 湾 曲 管 を ， 糸 状 の 素 線 を
編 成 す る こ と に よ り 形 成 さ れ た 編 管 ， 更 に 合 成 ゴ ム 等 の 外 被 管 で 被 覆 さ せ る こ と に よ り 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ ３ に 示 す よ う に ， 先 端 リ ン グ １ ０ の 外 周 上 複 数 箇 所 に は ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ を 固 定 す る
た め の 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ４ は ， 先 端 リ ン グ １
０ の 該 当 個 所 を 内 径 方 向 内 側 に 凹 め ， 操 作 ワ イ ヤ 挿 入 孔 １ ６ を 形 成 す る こ と に よ り 設 け ら
れ る 。 そ し て ， 操 作 ワ イ ヤ 挿 入 孔 １ ６ に 操 作 ワ イ ヤ １ ２ の 先 端 部 を 挿 入 し ， か し め 等 の 工
程 を 経 て ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ は 先 端 リ ン グ １ ０ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 例 え ば ， 上 側 の 操 作 ワ イ ヤ １ ２ を 弛 め ， 下 側 の 操 作 ワ イ ヤ
１ ２ を 引 っ 張 る と ， 上 側 の 連 結 部 材 （ 図 示 せ ず ） 間 の 間 隔 が 広 が り ， 下 側 の 連 結 部 材 間 の
間 隔 が 縮 ま り ， 結 果 的 に 隣 接 す る 管 状 部 材 が ， そ の 間 の 隙 間 を 縮 め ら れ ， 湾 曲 部 （ 図 示 せ
ず ） が 下 側 へ 曲 げ ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら ， 図 １ ３ に 示 す よ う に ， 図 ９ で 示 し た よ う に ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ４ は 先 端
リ ン グ １ ０ の 一 部 を 内 側 に 絞 る こ と に よ り 形 成 す る た め ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ４ が 内 側 に
突 出 す る 構 造 と な る 。 湾 曲 部 内 に は ， 一 般 に ， Ｃ Ｃ Ｄ ケ ー ブ ル ， ラ イ ト ガ イ ド ， 処 置 具 挿
通 チ ャ ネ ル ， 送 気 ／ 送 水 チ ャ ネ ル な ど の 湾 曲 部 内 臓 物 （ 図 示 せ ず ） が 配 さ れ て い る 。 そ の
た め ， 上 記 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ４ の 内 側 突 出 部 と ， 湾 曲 部 内 臓 物 と の 干 渉 が 問 題 と な っ て
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い る 。 こ の 干 渉 問 題 は ， 湾 曲 部 の 細 径 化 要 求 と 湾 曲 部 内 臓 物 の 増 加 要 求 を 前 に し て ， ま す
ま す 深 刻 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
実 開 平 ４ － ３ ７ ０ ２ 号 公 報 に は ， 図 １ ４ に 示 す よ う に ， 先 端 リ ン グ ２ ０ を 内 側 に 絞 る こ と
に よ り 形 成 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ２ の 頂 部 を 削 取 す る こ と に よ り ， 湾 曲 部 の 先 端 リ ン
グ ２ ０ 内 の 湾 曲 部 内 蔵 物 が 充 填 す る 空 間 の 内 径 を 広 く 取 る こ と を 可 能 と す る 方 法 が 開 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し ， か か る 方 法 は ， 先 端 リ ン グ ２ ０ を 内 側 に 絞 る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ
固 定 部 ２ ２ の 湾 曲 箇 所 を 削 取 す る こ と よ り ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ２ の 強 度 が 低 下 し た り ，
削 取 面 ２ ２ ａ で 内 容 物 に 傷 が つ き や す く な る 。 こ の た め ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ２ 自 体 の 耐
久 性 が 低 下 し ， 更 に 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ２ の 形 成 の 手 間 ， お よ び コ ス ト が 掛 か る と い う 問
題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
実 開 昭 ６ ３ － ２ ０ ０ ４ ０ ２ に は ， 図 １ ５ に 示 す よ う に ， 先 端 リ ン グ ３ ０ の 外 側 に 操 作 ワ イ
ヤ 固 定 部 ３ ２ を 形 成 す る こ と に よ り ， 湾 曲 管 の 先 端 リ ン グ ３ ０ 内 の 湾 曲 部 内 蔵 物 が 充 填 す
る 空 間 の 内 径 を 広 く 取 る こ と を 可 能 と す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し ， か か る 方 法 は 湾 曲 部 の 外 径 を 大 き く す る こ と に な る た め ， 今 後 要 求 の 高 ま る 湾 曲
部 の 細 径 化 を 実 現 す る に は 至 ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は ， 従 来 の 内 視 鏡 湾 曲 部 が 有 す る 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り ， 本 発 明
の 目 的 は ， 湾 曲 部 の 外 径 を 大 き く す る こ と な く ， 湾 曲 部 の 管 状 部 材 内 の 湾 曲 部 内 蔵 物 が 充
填 す る 空 間 の 内 径 を 広 く 取 る こ と の 可 能 な ， 新 規 か つ 改 良 さ れ た 内 視 鏡 湾 曲 部 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ れ ば ， 先 端 リ ン グ と 複 数 の 管 状 部 材 を
湾 曲 自 在 に 連 結 し て 形 成 し た 湾 曲 管 を 備 え ， 先 端 リ ン グ に 操 作 部 か ら 延 出 さ れ た 操 作 ワ イ
ヤ の 末 端 部 を 固 定 す る 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 を 設 け た 内 視 鏡 湾 曲 部 に お い て ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定
部 は ， 先 端 リ ン グ の 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 を 設 け る 部 位 に ， 少 な く と も 略 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 幅
の 溝 部 を 予 め 形 成 し ， 溝 部 の 所 定 個 所 を 内 径 方 向 内 側 に 凹 め て 操 作 ワ イ ヤ の 末 端 部 を 挿 入
し て 固 定 可 能 な 挿 入 孔 を 設 け る こ と に よ り ， 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 湾 曲 部
が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の と き 溝 部 は ， 先 端 リ ン グ の 内 周 上 に 形 成 さ れ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 の 厚 さ が 薄 く な り ， 湾 曲 部 の 外 径 を 大 き
く す る こ と な く ， 湾 曲 部 の 管 状 部 材 内 の 湾 曲 部 内 蔵 物 が 充 填 す る 空 間 の 内 径 を 広 く 取 る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 溝 部 は ， 先 端 リ ン グ の 外 周 上 に 形 成 さ れ て い る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 管 状 部 材 に よ り 形 成 さ れ る 湾 曲 管 の 外 周 を 被 覆 す る 合 成 ゴ
ム 等 の 外 被 管 が 外 れ に く く す る た め に ， 外 被 管 の 外 か ら 糸 等 で 縛 る と き ， 糸 巻 き 部 を 管 状
部 材 の 外 周 に 設 け た 溝 に 持 っ て く る こ と に よ り ， 湾 曲 部 の 外 径 の 糸 巻 き 部 具 備 に よ る 拡 大
を 最 小 限 に 防 ぐ こ と が 可 能 と な り ， 今 後 要 求 の 高 ま る 湾 曲 部 の 細 径 化 が 更 に 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な
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お ， 本 明 細 書 お よ び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は
， 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ は ， 内 視 鏡 の 全 体 構 成 図 で あ る 。 内 視 鏡 １ ０ ０ は ， 主 に 操 作 部 １ ０ ２ と ， か か る 操 作
部 １ ０ ２ に 連 結 さ れ ， 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 １ ０ ４ と ， ユ ニ バ ー サ ル コ
ー ド １ ０ ６ を 介 し て 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 （ 図 示 せ ず ） と か ら 主 に 構 成 さ れ て い る 。 挿 入
部 １ ０ ４ は ， 操 作 部 １ ０ ２ に 連 結 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 軟 性 部 １ ０ ７ と ， 軟 性 部 １ ０ ７ の
先 端 側 に 連 結 さ れ た 屈 曲 自 在 な 湾 曲 部 １ ０ ８ と ， 湾 曲 部 １ ０ ８ の 先 端 に 連 結 さ れ 観 察 窓 等
が 具 備 さ れ た 先 端 部 １ １ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
図 ２ は ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 １ ０ ０ の 挿 入 部 １ ０ ４ の 先 端 部 １ ０ ８ 付 近 の
構 成 図 で あ り ， ４ 方 向 に 曲 が る 湾 曲 部 １ １ ０ と 先 端 部 １ ０ ８ の 拡 大 図 が 示 さ れ て い る 。 湾
曲 部 １ １ ０ 内 で は ， 複 数 の 管 状 部 材 １ １ ２ が 上 下 方 向 に １ 対 ， 左 右 方 向 に １ 対 の 計 ４ 箇 所
に 設 け ら れ た 連 結 部 １ １ ４ で 交 互 に 連 結 さ れ て い る 。 か か る 複 数 の 連 結 さ れ た 管 状 部 材 １
１ ２ の 先 端 部 １ ０ ８ 側 に 先 端 リ ン グ １ １ ６ を 設 け る こ と に よ り 湾 曲 管 １ １ ８ が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
操 作 部 （ 図 示 せ ず ） か ら 延 出 さ れ る 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ は ， 上 下 方 向 の 湾 曲 操 作 用 の 一 対 の
操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ ａ ， １ ２ ０ ｂ ， 左 右 方 向 の 湾 曲 操 作 用 の 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ ｃ ， １
２ ０ ｄ で 構 成 さ れ る 。 か か る 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ の 先 端 は ， 図 ３ の 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８
付 近 の 拡 大 図 ， お よ び 図 ４ の 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８ の 断 面 図 に 示 す よ う に ， 先 端 リ ン グ
１ １ ６ に 外 表 面 か ら 内 側 に 凹 ま せ る こ と に よ り 形 成 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８ の 操 作
ワ イ ヤ 挿 入 孔 １ ３ ９ に 挿 入 さ れ る こ と に よ っ て 固 定 さ れ る 。 な お ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３
８ の 製 造 工 程 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
複 数 の 管 状 部 材 １ １ ２ と 先 端 リ ン グ １ １ ６ と に よ り 形 成 さ れ た 湾 曲 管 １ １ ８ の 外 周 は ， 糸
状 の 素 線 を 編 成 す る こ と に よ り 形 成 さ れ た 編 管 １ ２ ２ で 被 覆 さ れ ， 編 管 １ ２ ２ は ， 更 に 合
成 ゴ ム 等 の 外 被 管 １ ２ ４ で 被 覆 さ れ て い る 。 ま た 外 被 管 １ ２ ４ は ， 湾 曲 管 １ １ ８ か ら 容 易
に 剥 離 し な い よ う に す る た め に ， 糸 等 で 外 部 か ら 縛 り ， か か る 糸 巻 き 部 １ ２ ６ は ， 糸 が 外
れ な い よ う に す る た め に 接 着 剤 等 の 封 止 材 １ ２ ８ で 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ５ は ， 内 視 鏡 の 挿 入 部 １ ０ ２ の 先 端 部 １ ０ ８ の 正 面 図 で あ る 。 先 端 部 １ ０ ８ 内 に は ， 観
察 機 構 の 一 部 で あ る 観 察 窓 １ ３ ０ ， 照 明 機 構 の 一 部 で あ る 照 明 窓 １ ３ ２ ａ ， １ ３ ２ ｂ ， 鉗
子 そ の 他 の 処 置 具 を 挿 通 さ せ る 処 置 具 挿 通 チ ャ ネ ル の 開 口 部 １ ３ ４ ， お よ び 洗 浄 機 構 の 一
部 で あ る ノ ズ ル １ ３ ６ と 言 っ た 湾 曲 部 内 蔵 物 が 設 け ら れ て い る 。 か か る 湾 曲 部 内 蔵 物 は 挿
入 部 内 １ ０ ２ 内 に 導 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ６ は ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 湾 曲 部 １ １ ０ の 湾 曲 管 １ １ ８ を 構 成 す る 先 端 リ ン グ １ １ ６ の
構 成 図 で あ り ， 図 ６ （ ａ ） は ， 先 端 リ ン グ １ １ ６ の 内 視 鏡 湾 曲 部 軸 方 向 の 断 面 図 ， 図 ６ （
ｂ ） は ， 図 ６ （ ａ ） の Ｐ 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 ま た 図 ７ は ， 本 実 施 形 態 の 先 端 リ ン グ １
１ ６ に 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８ の 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８ は ， 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に ， 先 端 リ ン グ １ １ ６ の 一 部 を プ レ ス
機 等 で 内 側 に 絞 り 込 む こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 以 下 ， 図 ７ を 参 照 し な が ら 操 作 ワ イ ヤ 固 定
部 の 製 造 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 形 態 で は ， 図 ７ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に ， ま ず 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８ を 形 成
す る 前 に ， 先 端 リ ン グ １ １ ６ の 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 形 成 部 位 に ， 先 端 リ ン グ １ １ ６ を 内 側 か
ら 削 る こ と に よ り ， 略 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 幅 の 溝 部 １ ４ ０ を 先 端 リ ン グ １ １ ６ の 内 周 上 に 設
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け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
か か る 溝 部 １ ４ ０ を 設 け た 後 に ， 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 形 成 部 位 を
プ レ ス 機 等 で 内 側 に 絞 り 込 み ， 図 ７ （ ｄ ） に 示 す よ う に ， 操 作 ワ イ ヤ 挿 入 孔 １ ３ ９ を 有 す
る 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８ が 形 成 さ れ る 。 な お ， 本 実 施 形 態 で は ， 溝 部 １ ４ ０ の 幅 ｗ １ よ
り 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８ の 幅 ｗ ２ は ， 幾 分 小 さ く し て い る が ， 双 方 の 幅 ｗ １ 、 ｗ ２ は ，
同 一 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
形 成 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８ の 操 作 ワ イ ヤ 挿 入 孔 １ ３ ９ に ， 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う
に ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ ， 例 え ば 上 下 方 向 の 湾 曲 操 作 用 の 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ ａ ， １ ２
０ ｂ の 先 端 を 挿 入 し て ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ は 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 本 実 施 形 態 の 先 端 リ ン グ １ １ ６ の 厚 さ を ｔ ， 先 端 リ ン グ １ １ ６
に 設 け る 溝 部 １ ４ ０ の 深 さ を ｄ と す る と ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 １ ３ ８ の 厚 さ は ｔ － ｄ と 成 り
， 先 端 リ ン グ の 一 部 を そ の ま ま 凹 め て 形 成 さ れ た 従 来 の 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 の 厚 さ ｔ よ り も
小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の た め ， 図 ６ （ ａ ） の Ａ － Ａ 間 の 断 面 図 で あ る 図 ８ に 示 す よ う に ， 湾 曲 管 １ １ ８ の 先 端
リ ン グ １ １ ６ 内 の 湾 曲 部 内 蔵 物 充 填 空 間 １ ４ ２ の 内 径 Ｌ は ， 溝 部 １ ４ ０ の 深 さ ｄ の ２ 倍 の
２ ｄ だ け 大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
つ ま り ， 湾 曲 部 １ ０ ２ の 外 径 を 変 え ず に ， 湾 曲 部 １ ０ ２ 内 で の 湾 曲 部 内 蔵 物 の 充 填 率 を 低
下 さ せ る こ と ， ま た は 湾 曲 部 １ ０ ２ 内 で の 湾 曲 部 内 蔵 物 の 充 填 率 を 変 え ず に ， 湾 曲 部 １ ０
２ の 外 径 を 縮 小 す る こ と が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
図 ９ は ， 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 挿 入 部 ２ ０ ４ の 先 端 部 １ ０ ８ 付 近 の 構
成 図 で あ り ， 図 ９ （ ａ ） は ， 先 端 部 １ ０ ８ と 湾 曲 部 ２ １ ０ の 先 端 部 １ ０ ８ 付 近 の 構 成 図 で
あ り ， 図 ９ （ ｂ ） は ， 図 ９ （ ａ ） の Ｑ 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
湾 曲 部 ２ １ ０ 内 で は ， 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に ， 複 数 の 管 状 部 材 １ １ ２ が 上 下 方 向 に １
対 ， 左 右 方 向 に １ 対 の 計 ４ 箇 所 に 設 け ら れ た 連 結 部 １ １ ４ で 交 互 に 連 結 さ れ て い る 。 か か
る 複 数 の 連 結 さ れ た 管 状 部 材 １ １ ２ の 先 端 部 １ ０ ８ 側 に ， 先 端 リ ン グ ２ １ ６ を 設 け る こ と
に よ り 湾 曲 管 ２ １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
か か る 湾 曲 管 ２ １ ８ の 外 周 は ， 糸 状 の 素 線 を 編 成 す る こ と に よ り 形 成 さ れ た 編 管 １ ２ ２ で
被 覆 さ れ ， 編 管 １ ２ ２ は ， 更 に 合 成 ゴ ム 等 の 外 被 管 １ ２ ４ で 被 覆 さ れ て い る 。 ま た 外 被 管
１ ２ ４ は ， 湾 曲 管 ２ １ ８ か ら 容 易 に 剥 離 し な い よ う に す る た め に ， 糸 等 で 外 部 か ら 縛 り ，
か か る 糸 巻 き 部 ２ ２ ６ は ， 糸 が 外 れ な い よ う に す る た め に 接 着 剤 等 の 封 止 材 １ ２ ８ で 被 覆
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お ， 本 実 施 形 態 で は ， 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 先 端 リ ン グ ２ １ ６ の 外 側 か ら 溝 部 ２ ４
０ が 形 成 さ れ て お り ， 糸 巻 き 部 ２ ２ ６ は ， か か る 溝 部 ２ ４ ０ の 周 囲 を 巻 く よ う に し て 設 け
ら れ て い る 。 か か る 糸 巻 き 部 ２ ２ ６ に つ い て は ， 以 下 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ ０ は ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 湾 曲 部 ２ １ ０ の 湾 曲 管 ２ １ ８ を 構 成 す る 先 端 リ ン グ ２ １ ６
の 構 成 図 で あ り ， 図 １ ０ （ ａ ） は ， 先 端 リ ン グ ２ １ ６ の 内 視 鏡 湾 曲 部 軸 方 向 の 断 面 図 ， 図
１ ０ （ ｂ ） は ， 図 １ ０ （ ａ ） の Ｒ 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 ま た 図 １ １ は ， 本 実 施 形 態 の 先
端 リ ン グ ２ １ ６ に 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ３ ８ の 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ３ ８ は ， 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に ， 先 端 リ ン グ ２ １ ６ の 一 部 を プ レ
ス 機 等 で 内 側 に 絞 り 込 む こ と に よ り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 実 施 形 態 で は ， 図 １ １ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に ， ま ず 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ３ ８ を 形
成 す る 前 に ， 先 端 リ ン グ ２ １ ６ の 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 形 成 部 位 に ， 先 端 リ ン グ ２ １ ６ を 外 側
か ら 削 る こ と に よ り ， 略 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 幅 の 溝 部 ２ ４ ０ を 先 端 リ ン グ ２ １ ６ の 外 周 上 に
設 け る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
か か る 溝 部 ２ ４ ０ を 設 け た 後 に ， 図 １ １ （ ｃ ） に 示 す よ う に ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 形 成 部 位
を プ レ ス 機 等 で 内 側 に 絞 り 込 み ， 図 １ １ （ ｄ ） に 示 す よ う に ， 操 作 ワ イ ヤ 挿 入 孔 ２ ３ ９ を
有 す る 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ３ ８ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お ， 本 実 施 形 態 で は ， 溝 部 ２ ４ ０ の 幅 ｗ ３ よ り 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ３ ８ の 幅 ｗ ４ は ， 幾
分 小 さ く し て い る が ， か か る 溝 部 ２ ４ ０ 形 成 箇 所 に 糸 巻 き 部 （ 図 示 せ ず ） を 設 け る た め ，
糸 巻 き 部 が よ り 定 着 し や す く す る た め に は ， 溝 部 ２ ４ ０ の 幅 ｗ ３ ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ３
８ の 幅 ｗ ４ と 徐 々 に 小 さ く し た 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に ， 形 成 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ３ ８ の 操 作 ワ イ ヤ 挿 入 孔 ２ ３
９ に ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ ， 例 え ば 上 下 方 向 の 湾 曲 操 作 用 の 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ ａ ， １
２ ０ ｂ の 先 端 を 挿 入 し て ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ０ は 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 本 実 施 形 態 の 先 端 リ ン グ ２ １ ６ の 厚 さ を ｔ ´ ， 先 端 リ ン グ ２
１ ６ に 設 け る 溝 部 ２ ４ ０ の 深 さ を ｄ ´ と す る と ， 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 ２ ３ ８ の 厚 さ は ｔ ´ －
ｄ ´ と な り ， 先 端 リ ン グ の 一 部 を そ の ま ま 凹 め て 形 成 さ れ た 従 来 の 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 の 厚
さ ｔ ´ よ り も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の た め ， 図 １ ０ （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 間 の 断 面 図 で あ る 図 １ ２ に 示 す よ う に ， 湾 曲 管 ２ １ ８ の
先 端 リ ン グ ２ １ ６ 内 の 湾 曲 部 内 蔵 物 充 填 空 間 ２ ４ ２ の 内 径 Ｌ ´ は ， 溝 部 ２ ４ ０ の 深 さ ｄ ´
の ２ 倍 の ２ ｄ ´ だ け 大 き く な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
つ ま り ， 湾 曲 部 ２ ０ ２ の 外 径 を 変 え ず に ， 湾 曲 部 ２ ０ ２ 内 で の 湾 曲 部 内 蔵 物 の 充 填 率 を 低
下 さ せ る こ と ， ま た は 湾 曲 部 ２ ０ ２ 内 で の 湾 曲 部 内 蔵 物 の 充 填 率 を 変 え ず に ， 湾 曲 部 ２ ０
２ の 外 径 を 縮 小 す る こ と が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た ， 本 実 施 形 態 で は ， 先 端 リ ン グ ２ １ ６ の 外 側 か ら 溝 部 ２ ４ ０ を 設 け た こ と に よ り ， 図
９ （ ａ ） の Ｑ 部 の 拡 大 図 で あ る 図 ９ （ ｂ ） に 示 し た よ う に ， 溝 部 ２ ４ ０ に 糸 巻 き 部 ２ ２ ６
を 設 け る よ う に す る こ と に よ り ， 糸 巻 き 部 ２ ２ ６ お よ び 封 止 材 １ ２ ８ を 設 け る こ と に よ る
湾 曲 部 ２ ０ ２ の 外 径 の 拡 大 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発 明 は ，
か か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範
疇 内 に お い て 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ ら に つ い
て も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
例 え ば ， 本 発 明 の 各 実 施 の 形 態 で は ， ４ 方 向 に 湾 曲 す る 内 視 鏡 湾 曲 部 に つ い て 説 明 し て い
る が ， ２ 方 向 ， 若 し く は ４ 方 向 以 上 に 湾 曲 す る 内 視 鏡 湾 曲 部 に も 応 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に ， 本 発 明 に よ れ ば ， 湾 曲 部 の 外 径 を 拡 大 す る こ と な く ， 湾 曲 部 に お け
る 先 端 リ ン グ 内 の 湾 曲 部 内 蔵 物 が 充 填 さ れ る 空 間 の 内 径 を 広 く 取 る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
更 に ， 先 端 リ ン グ の 外 周 上 に 溝 を 設 け る こ と に よ り ， か か る 溝 に 外 被 管 を 剥 離 さ せ な い た
め に 縛 る 糸 の 糸 巻 き 部 を 設 け る よ う に す る こ と に よ り ， か か る 糸 巻 き 部 の 具 備 に よ る 湾 曲
部 の 外 径 の 拡 大 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 付 近 の 構 成 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 付 近 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 付 近 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 挿 入 部 の 先 端 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 湾 曲 部 を 構 成 す る 先 端 リ ン グ の 構 成 図
で あ り ， （ ａ ） は 先 端 リ ン グ の 内 視 鏡 湾 曲 部 軸 方 向 の 断 面 図 ， （ ｂ ） は ， 図 ６ （ ａ ） の Ｐ
部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 先 端 リ ン グ に 設 け ら れ る 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 の 製 造 工
程 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ （ ａ ） の Ａ － Ａ 間 断 面 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 部 付 近 の 構 成
図 で あ り ， （ ｂ ） は 図 ９ （ ａ ） で の Ｑ 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 湾 曲 部 を 構 成 す る 先 端 リ ン グ の 構 成
図 で あ り ， （ ａ ） は 先 端 リ ン グ の 内 視 鏡 湾 曲 部 軸 方 向 の 断 面 図 ， （ ｂ ） は ， 図 １ ０ （ ａ ）
の Ｒ 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 先 端 リ ン グ に 設 け ら れ る 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 の 製 造
工 程 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 間 断 面 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 先 端 リ ン グ に 設 け ら れ た 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ４ 】 他 の 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 先 端 リ ン グ に 設 け ら れ た 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 の 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 他 の 従 来 の 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 先 端 リ ン グ に 設 け ら れ た 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部 の 断 面
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 　 　 内 視 鏡
１ ０ ２ 　 　 操 作 部
１ ０ ４ 　 　 挿 入 部
１ ０ ６ 　 　 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド
１ ０ ７ 　 　 軟 性 部
１ ０ ８ 　 　 先 端 部
１ １ ０ ， ２ １ ０ 　 　 湾 曲 部
１ １ ２ 　 　 管 状 部 材
１ １ ４ 　 　 接 続 部
１ １ ６ ， ２ １ ６ 　 　 先 端 リ ン グ
１ １ ８ ， ２ １ ８ 　 　 湾 曲 管
１ ２ ０ ， １ ２ ０ ａ ， １ ２ ０ ｂ ， １ ２ ０ ｃ ， １ ２ ０ ｄ 　 　 操 作 ワ イ ヤ
１ ２ ２ 　 　 編 管
１ ２ ４ 　 　 外 被 管
１ ２ ６ 　 　 糸 巻 き 部
１ ２ ８ 　 　 封 止 材
１ ３ ０ 　 　 観 察 窓
１ ３ ２ 　 　 照 明 窓
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１ ３ ４ 　 　 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル の 開 口 部
１ ３ ６ 　 　 ノ ズ ル
１ ３ ８ ， ２ ３ ８ 　 　 操 作 ワ イ ヤ 固 定 部
１ ３ ９ ， ２ ３ ９ 　 　 操 作 ワ イ ヤ 挿 入 孔
１ ４ ０ ， ２ ４ ０ 　 　 溝 部
１ ４ ２ ， ２ ４ ２ 　 　 湾 曲 部 内 蔵 物 充 填 空 間

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

(11) JP 2004-33560 A 2004.2.5



专利名称(译) 内窥镜弯曲部分

公开(公告)号 JP2004033560A 公开(公告)日 2004-02-05

申请号 JP2002196294 申请日 2002-07-04

[标]申请(专利权)人(译) 富士写真光机株式会社

申请(专利权)人(译) 富士摄影光学有限公司

[标]发明人 浅見健二

发明人 浅見 健二

IPC分类号 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.310.A A61B1/008.510 A61B1/008.512

F-TERM分类号 4C061/DD03 4C061/FF32 4C061/HH37 4C061/JJ06 4C161/DD03 4C161/FF32 4C161/HH37 4C161
/JJ06

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜弯曲部，该内窥镜弯曲部能够在不增加弯
曲部的外径的情况下加宽弯曲部在弯曲部内的弯曲管内置物填充空间的
内径。 解决方案：由挠性连接尖端环和多个管状构件形成的弯曲管被编
织管和套管覆盖，并且从操作部分延伸的操作线的远端部分连接到尖端
环。 在设有要固定的手术线固定部的内窥镜的弯曲部中，在顶端环的设
有手术线固定部的部分上沿周向设置宽度大致等于手术线固定部的宽度
的槽，并形成顶端环的槽。 其特征在于，操作线固定部通过在内径方向
上凹陷而形成。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/8ebd8863-4278-470f-8034-42b512817bc3
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/031704428/publication/JP2004033560A?q=JP2004033560A

